
The Father of Orthodontics

Edward.Hartley. Angle 血脇 守之助

東京歯科大学の建学者

アングルと血脇の交流

© 整美会矯正歯科クリニック



大正5年（1916年） 東京歯科医学校卒業 （１８歳）

大正９年（1920年）頃の Los Angeles 

野澤 茂（22歳）

神戸で臨床に従事した後、
渡米、ロスのドクトル渡辺のオフィスで働くと手紙に…



欧米の視察旅行中（６ヶ月間）の血脇日本歯科医師会会長が、
当時ロスに留学中の歯科医数名を昼食に招待した。

右から２人目：血脇守之助会長、４人目：野澤 茂

東京歯科大學ご提供

大正１１年（1922年）

血脇守之助先生との出会い



２００８年 9月16日 松本茂暉 伝
アングル矯正学校への挑戦！

Edward H. Angle （71歳） 野澤 茂 （22歳）

２０１１年１１月２日 アングルの弟子
松本茂暉（野澤茂）・伝



大正１５年（192６年）

（Angle Orthodontist  Vol 601 No2）

前列左から２番目：Brodie、右端：松本茂（野澤茂）

アングルスクール最後の卒業生（パサデナにて）

匆々たる教師陣
後列左から３番目：Angle、Oppenheim、Noyes



アングル学校の診療室（1926年頃）

右端： 松本 茂



昭和２年（1927年） 帰国後、日本赤十字社中央病院歯科に勤務。
（矯正歯科を担当）

昭和４年（1929年） アングル先生との約束を守り、
矯正歯科専門開業。

東京市本郷区丸山新町
（現在の東京都文京区白山）

＊２階にアングル学校と同じ矯正用デスクとチェアーを設置した
個室診療。側の机の上にはアングル先生の写真が置いてある。

（WDCのスミソニアン博物館の展示と同様のスタイル）



昭和８年４月（１９３３年）に矯正学報第１号を創刊

日本における初期の矯正歯科治療



ここ

高島屋←窓から見えた風景

アルタ

整美会矯正歯科センター

＊ 昭和４２年・新宿駅東中央口前に開設
＊ 昭和４３年・松本茂暉火災で急逝

幸運と悲劇昭和42年（1967年）



オープニング・セレモニーには、立川、横田、座間、
ジョンソン基地からも多くのドクターが出席された。

（待合室にて）

松本圭司会長の講演資料より
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